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１【提出理由】

　2021年１月28日開催の当社第56回定時株主総会において決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条の５

第４項および企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出するも

のであります。

 

２【報告内容】

(1）当該株主総会が開催された年月日

2021年１月28日

 

(2）当該決議事項の内容

第１号議案　取締役14名選任の件

取締役として、金本寛中、金本哲男、成田仁志、金本龍男、橋口和典、三野宮朗、渡部純、廣瀨俊、

山下英明、内藤進、有田英司、米川元樹、田端綾子、大川哲也を選任する。

 

第２号議案　当社取締役（社外取締役を除く。）に対する譲渡制限付株式の付与のための報酬額設定の件

1991年1月24日開催の第26回定時株主総会でご承認いただきました取締役の報酬等の額、年額240百万

円以内（使用人分給与を含まない。）とは別に、譲渡制限付株式の付与のために支給する報酬総額

を、年額100百万円以内（使用人分給与を含まない。）とする。

 

(3）当該決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための要件

並びに当該決議の結果

決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件
決議の結果

（賛成の割合）

第１号議案    （注）１ （注）３

金　本　寛　中 302,984 17,037 565  可決（94.38％）

金　本　哲　男 310,462 9,562 564  可決（96.71％）

成　田　仁　志 311,430 9,159 0  可決（97.01％）

金　本　龍　男 311,419 9,170 0  可決（97.01％）

橋　口　和　典 311,421 9,168 0  可決（97.01％）

三野宮　　　朗 305,908 14,681 0  可決（95.29％）

渡　部　　　純 305,908 14,681 0  可決（95.29％）

廣　瀨　　　俊 305,846 14,743 0  可決（95.27％）

山　下　英　明 305,854 14,735 0  可決（95.27％）

内　藤　　　進 281,824 38,762 0  可決（87.79％）

有　田　英　司 292,189 28,397 0  可決（91.02％）

米　川　元　樹 307,662 12,927 0  可決（95.84％）

田　端　綾　子 318,064 2,525 0  可決（99.08％)

大　川　哲　也 305,450 15,137 0  可決（95.15％)

第２号議案 312,723 7,902 0 （注）２
（注）３

可決（97.41％)

（注）１．議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席及び出席した当該株主の議

決権の過半数の賛成であります。

２．出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の賛成であります。

３．賛成の割合につきましては、本総会当日出席の株主全員の議決権数を分母に加算して計算しております。

 

(4）議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

　本総会前日までの事前行使分および当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できたものの集計によ

り、各議案の可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本総会当日出席の株主のうち、賛成、反対及

び棄権の確認ができていない議決権の数の一部を加算しておりません。
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以　上
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